
第５８３号 ２０１９年（令和元年）６月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （2）

学　部 学 科〔専 攻〕 合　計

一
　
　
部

経済

経 済 2,243（   436）

国 際 経 済 921（   354）

小 計 3,164（   790）

法

法 律 2,567（   843）

政 治 706（   188）

小 計 3,273（ 1,031）

経営

経 営 2,259（   723）

ビジネスデザイン 184（    65）

小 計 2,443（   788）

商

マ ー ケ テ ィ ン グ 2,042（   836）

会 計 975（   339）

小 計 3,017（ 1,175）

文

日 本 語 327（   173）

日 本 文 学 文 化 526（   345）

英 語 英 米 文 657（   387）

哲 341（   133）

歴 史 644（   246）

環 境 地 理 237（    54）

人文・ジャーナリズム 313（   186）

ジ ャ ー ナ リ ズ ム 128（    76）

小 計 3,173（ 1,600）

ネットワーク情報 ネットワーク情報 981（   244）

人間科

心 理 316（   185）

社 会 562（   307）

小 計 878（   492）

合　　計 16,929（ 6,120）

二
　
　
部

経済 経 済 337（    46）

法 法 律 366（    94）

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 339（    89）

合　　計 1,042（   229）

総　　計 17,971（6,349）

課 程 研究科・専攻 合 計

専門職学位 法務 法務 63（23）

研究科・専攻 合 計

博
　
士
　
後
　
期
　
課
　
程

経済学 経済学 5（ 1）

法

学

民 事 法 学 1（ 0）

公 法 学 4（ 2）

小 計 5（ 2）

文

学

日本語日本文学 16（12）

英語英米文学 1（ 0）

哲 学 2（ 1）

歴 史 学 4（ 1）

地 理 学 1（ 1）

社 会 学 1（ 0）

心 理 学 6（ 1）

小 計 31（16）

経営学 経営学 6（ 1）

商

学

商 学 2（ 1）

会 計 学 4（ 1）

小 計 6（ 2）

合　計 53（22）

研究科・専攻 合 計

修
　
　
士
　
　
課
　
　
程

経済学 経済学 24（ 6）

法 学 法 学 14（ 6）

文

学

日本語日本文学 13（ 8）

英語英米文学 1（ 0）

哲 学 5（ 1）

歴 史 学 13（ 3）

地 理 学 3（ 0）

社 会 学 7（ 4）

心 理 学 21（12）

小 計 63（28）

経営学 経営学 14（ 8）

商

学

商 学 24（15）

会 計 学 28（10）

小 計 52（25）

合　計 167（73）

◆大学院・専門職大学院◆

◆ 学部 ◆ ５月１日現在／（　）内は女子内数

2019年度学生数

公
開
講
座
情
報

大
学
院
商
学
研
究
科
・
東
京

信
用
保
証
協
会
第
16
回
共
同

公
開
講
座
「
中
小
企
業
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
展
開
」

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
場
へ
進
出

第
53
回
黒
門
祭

　
文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
活
動

の
成
果
を
披
露
す
る
。

▽
日
時

６
月
28
日
（
金
）

〜
30
日
（
日
）
▽
場
所

生

田
キ
ャ
ン
パ
ス

し
た
企
業
の
事
例
を
紹
介

し
、
現
地
で
の
人
材
活
用
の

チ
ャ
ン
ス
や
リ
ス
ク
に
つ
い

て
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
解
説

す
る
。

▽
日
時

８
月
３
日
（
土
）

13
〜
17
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

▽
講
師

上
田
和
勇
商
学
部

教
授
ほ
か

▽
定
員

先
着
１
０
０
人
※

聴
講
無
料

▽
申
し
込
み

本
学
学
生
は

大
学
院
事
務
課
窓
口
（
生
田

・
神
田
）。
一
般
の
方
は
フ

ァ
ク
ス
、
郵
送
、
ウ
ェ
ブ
で

東
京
信
用
保
証
協
会
へ
。

問
東
京
信
用
保
証
協
会
☎
03

・
３
２
７
２
・
２
２
７
６

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】http://www.

cgc-tokyo.or.jp

　
駒
崎
道
・
人
間
科
学
部
准

教
授
（
社
会
福
祉
学
）
が
、

第
37
回
社
会
事
業
史
文
献
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
文
献

は
、『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
「
児
童
福
祉

総
合
政
策
構
想
」
と
児
童
福

祉
法
｜
児
童
福
祉
政
策
に
お

社
会
事
業
史
文
献
賞

駒
崎
准
教
授
が
受
賞

け
る
行
政
間
連
携
の
歴
史
的

課
題
｜
』（
２
０
１
７
年
、

明
石
書
店
）

写
真
。
５
月

12
日
、
北
海
道
で
の
社
会
事

業
史
学
会
第
47
回
大
会
で
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。

　
駒
崎
准
教
授
は
同
著
で
昨

年
の
日
本
社
会
福
祉
学
会
の

奨
励
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

　「
全
国
１
万
７
０
０
０
人

の
ご
父
母
・
保
護
者
の
会
で

育友会　新会長

小
こ ば や し

林 宏
ひろし

さん
あ
る
育
友
会
。
少
し
で
も
多

く
の
方
々
に
育
友
会
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
参
加
を
し
て
も
ら
う
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
う
の
が
会
長
と
し
て

の
務
め
の
一
つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
抱
負
を
話
す
。

　
今
年
61
年
目
を
迎
え
る
育

友
会
の
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
、「
時
代
の
変
遷
の
中
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
改
革
を

し
て
い
き
た
い
」
と
前
を
見

据
え
る
。

　
夏
の
支
部
懇
談
会
の
申
し

込
み
方
法
に
つ
い
て
も
、
神

奈
川
東
・
西
支
部
に
お
い

て
、
従
来
の
は
が
き
と
共
に

試
験
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
登
録
を
始
め
た
。

　
文
学
部
４
年
次
の
長
女
が

入
学
す
る
と
同
時
に
育
友
会

活
動
に
参
加
し
た
。
小
林
さ

ん
に
と
っ
て
は
ご
く
自
然
な

こ
と
だ
っ
た
。
２
人
の
娘
が

幼
い
頃
か
ら
育
児
に
参
加
す

る
こ
と
を
い
と
わ
な
か
っ

た
。
長
女
が
小
学
校
に
入
学

す
る
と
同
時
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
同
級
生
、

学
校
の
先
生
方
と
も
接
す
る

中
で
、
娘
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
機
会
も
増
え
、

今
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
食
事

を
父
子
で
楽
し
む
ほ
ど
仲
が

良
い
と
い
う
。

　
日
々
の
仕
事
に
励
み
な
が

ら
、
地
元
・
埼
玉
県
川
口
市

で
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

「
多
く
の
方
々
と
接
し
て
会

話
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
間
違
い
な
く
自
分
の

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
専
大
生
に
向
け
て
「
大
学

の
４
年
間
は
あ
っ
と
い
う

間
。
何
が
好
き
な
の
か
、
何

が
し
た
い
の
か
、
何
を
し
て

き
た
の
か
、
自
分
な
り
の
目

標
を
持
ち
、
専
大
生
と
し
て

自
信
を
持
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

確
実
に
前
に
進
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
川
口
市
在
住
。
57
歳
。

伝
統
継
承
し
つ
つ
改
革

　
佐
々
木
悟
会
長
が
議
長
を

務
め
、
議
案
を
審
議
。
昨
年

度
実
施
し
た
育
友
会
創
立
60

周
年
記
念
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
18
年
度
事
業
・
収
支
決

算
報
告
、
19
年
度
事
業
計
画

・
予
算
を
承
認
し
た
。

　
今
年
度
は
、
従
来
の
支
部

懇
談
会
委
員
会
を
拡
充
し
、

育
友
会
の
活
動
基
盤
の
再
構

築
を
目
的
と
し
た
育
友
会
活

動
推
進
委
員
会
を
新
設
。
ま

た
、『
専
修
大
学
育
友
会
60

年
史
』
を
刊
行
す
る
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
、
日
髙

義
博
理
事
長
、
小
宮
多
喜
次

校
友
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
小
林
新
会
長
が
就
任
の

あ
い
さ
つ
。「
61
年
目
と
い

う
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

に
あ
た
り
、
活
動
基
盤
を
盤

石
と
す
る
１
年
に
し
た
い
。

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
育

友
会
を
目
指
す
」と
語
っ
た
。

　
退
任
役
員
を
代
表
し
て

佐
々
木
前
会
長
が
「
創
立
60

周
年
の
節
目
に
立
ち
会
い
、

歴
史
を
次
に
つ
な
げ
る
重
さ

を
実
感
し
た
。
記
念
祝
賀
会

の
最
後
に
校
歌
を
歌
い
あ
げ

た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
振
り
返
っ
た
。

活
動
基
盤
を
盤
石
に

　
ご
父
母
・
保
護
者
の
会
で
あ
る
育
友
会
の
２

０
１
９
年
度
定
期
総
会
が
６
月
１
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
育
友
会
員
、
専
修
大

学
役
員
・
教
職
員
ら
１
４
４
人
が
出
席
。
新
会

長
に
小
林
宏
氏
を
選
出
し
た
。

育友会定期総会

小林新会長（左）ら新役員が紹介された

新
規
採
択
は
24
件

　
２
０
１
９
年
度
の
科
学
研

究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）

の
専
修
大
学
の
採
択
件
数

は
、
新
規
と
継
続
分
を
合
わ

せ
て
78
件
、
直
接
経
費
９
５

９
０
万
円
。
こ
の
う
ち
新
規

採
択
は
24
件
だ
っ
た
。

　
新
規
採
択
の
研
究
種
目
別

の
内
訳
は
、
１
人
ま
た
は
複

数
の
研
究
者
が
共
同
し
て
行

う
「
基
盤
研
究
」
19
件
、
博

士
の
学
位
取
得
後
８
年
未
満

の
研
究
者
が
１
人
で
行
う

「
若
手
研
究
」５
件
だ
っ
た
。

　
科
研
費
は
、
競
争
的
研
究

資
金
で
、
研
究
者
の
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
研
究
を
助
成

す
る
仕
組
み
の
一
つ
。
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
あ
ら
ゆ
る
学

術
研
究
が
対
象
と
な
る
。
研

究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
専
門
分
野
が
近
い
複
数

の
研
究
者
が
審
査
し
、
採
択

を
決
め
る
。
研
究
期
間
は
基

盤
研
究
が
３
〜
５
年
、
若
手

研
究
が
２
〜
４
年
。
直
接
経

費
は
、
研
究
者
が
研
究
課
題

の
遂
行
に
つ
い
て
自
由
に
使

え
る
経
費
。
独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興
会
が
４
月
、

交
付
内
定
を
発
表
し
た
。

　
※
新
規
採
択
研
究
の
一
覧

は
、
次
号
に
掲
載
予
定
。

19
年
度 

科
研
費
に
78
件
内
定

　「
米
中
二
極
時
代
の
世
界

経
済
と
そ
の
行
方
」
を
共
通

膨
大
な
報
告
書
を
紹
介
し
、

中
国
の
国
家
機
関
が
関
与
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
諜
報
活

動
が
活
発
化
し
て
い
る
現
状

を
指
摘
。
対
米
投
資
も
ハ
イ

テ
ク
分
野
の
Ｍ
＆
Ａ
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
と
話
し
た
。

　
大
橋
教
授
は
「
中
国
企
業

が
商
業
利
益
を
追
求
し
て
い

る
の
か
、
国
家
の
利
益
を
追

求
し
て
い
る
の
か
不
透
明

で
、
こ
こ
を
米
国
は
懸
念
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
中
国
の

通
信
機
器
最
大
手
「
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
」
に
対
す
る
締
め
付

け
強
化
が
行
わ
れ
た
背
景
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
講
師
と
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
。
▽
野
口
旭

教
授
「
米
国
の
保
護
主
義
｜

日
米
摩
擦
か
ら
米
中
摩
擦

へ
」
▽
矢
野
貴
之
教
授
「
米

中
日
経
済
関
係
の
構
造
変
化

と
東
・
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
影

響
」
▽
稲
田
十
一
教
授
「
中

国
の
経
済
的
台
頭
と
開
発
途

上
国
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
▽

塙
武
郎
教
授
「
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
経
済
政
策
と
そ
の
現

状
」
▽
内
川
秀
二
教
授
「
イ

ン
ド
総
選
挙
後
の
経
済
を
占

う
」

の
聴
講
者
が
席
を
埋
め
た
。

　
第
１
回
の
５
月
11
日
は
大

橋
英
夫
教
授
（
経
済
政
策
）

が
「
米
中
経
済
対
立
と
そ
の

行
方
」
と
題
し
て
講
演
。
中

国
の
経
済
・
産
業
発
展
の
経

緯
と
最
新
事
情
か
ら
米
中
対

立
の
構
図
を
解
説
し
た
。

　
中
国
は
活
発
な
投
資
と
輸

出
で
高
い
経
済
成
長
を
維
持

し
て
き
た
が
、
２
０
０
８
年

の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
こ
の
成
長
モ
デ
ル
は
効

果
を
見
せ
な
く
な
っ
た
。
大

橋
教
授
は
「
外
需
は
ほ
と
ん

ど
経
済
成
長
に
寄
与
し
な
く

な
り
、
投
資
の
効
率
も
悪
化

し
て
き
た
」
と
指
摘
。
こ
れ

を
背
景
に
、
中
国
は
外
国
先

進
技
術
の
導
入
を
軸
に
し
た

産
業
政
策
を
進
め
て
き
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
中
国
に
よ
る

米
国
技
術
の
取
得
が
多
岐
に

わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大

橋
教
授
は
米
通
商
代
表
部
の

テ
ー
マ
に
し
た
経
済
学
部
国

際
経
済
学
科
の
公
開
講
座
が

５
〜
６
月
、
６
回
に
わ
た
っ

て
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の

対
中
制
裁
が
強
化
さ
れ
、
米

中
対
立
が
激
化
す
る
な
か
、

６
教
授
が
米
国
と
中
国
の
事

情
、
日
本
や
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
へ
の
影
響
な
ど
を
論
じ

た
。
注
目
を
集
め
る
最
新
の

テ
ー
マ
と
あ
っ
て
毎
回
多
く

経済学部国際経済学科公開講座

６教授が対立の構図を解説

米中二極時代の世界経済

米中対立の構図を解説する大橋教授＝５月11日


